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V108b LiteBIRD衛星光学系の 1/3スケールモデルの開発および光学評価
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私たちは、インフレーションモデルの検証を目的としたマイクロ波宇宙背景放射観測衛星 LiteBIRDの開発を
進めている (羽澄他、本年会)。この衛星光学系には、クロスドラゴン型を中心に検討が進められている。クロスド
ラゴン型の特徴は、広い視野を持ち、光学素子 (副鏡、主鏡、焦点面)がコンパクトにまとまっており衛星搭載に
は有利である。しかし、光学素子が近接している為、多重反射によって指向方向以外に感度が高かったり、ビーム
伝送途中に迷光を防ぐ為のバッフルの設置が困難であったり、迷光防止用にアンテナ開口にフードを設置する必
要があったり等、設計には細心の注意がいる。これらの注意点を踏まえ、幾何光学や物理光学を用いた光学設計
を進めている (井上他、本年会)。しかし、光学素子が近接している等の為に計算だけで設計するには限界がある。
そこで、現在検討しているクロスドラゴン型アンテナの 1/3サイズスケールモデルの製作を進める。このモデ

ルを実測することで、計算だけでは困難なバッフルの設 計等にフィードバックする。スケールモデル実験を検討
するにあたり、コストが安く、ハンドリングが容易であること (ミラー大きさが約 30cm四方)、鏡面加工精度や
ミラー設置精度が十分得られること、測定周波数のスケール化が容易であることの点から 1/3サイズに決定した。
測定には、LiteBIRD観測周波数帯である波長 5mm帯の 1/3である波長 1.5mm(200GHz帯) を用いる。
現在、スケールモデルの鏡面を製造し、三次元測定での鏡面評価を進めている。また、近傍界測定 (フェイズリ

トリーバル法)を用いたビームパターン測定、同測定系を用いたバッフルやフード等の遮光部分の設計を進める。


